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スポーツの秋にふ さわしし各小学校，保育所で

は運動会が行われました。
町民のうごき

あいにく小雨に見舞われた一日となりましたが， 世帯数� l守� 932 男� *
小
雨
の
中
運
動
会

子
供
た
ち
元
気
い
ヲ
賦
い


子供たちは日ごろの練習成果を力いっぱい発揮し楽

しくすごしました。� 

O…写真は，母親と園児がいっしょに「ニコニコママ」

を踊っているところです。� 

O …10日は体育の日，� 11月3日には町民体育祭が予

定されています。スポーツに親しみ， 日ごろの運動

不足を解消してください。

昭和52年� 9月l日現在

男 女

出生� 

死亡

5 7 12。� 4 

転入� 12 4 16 

転出� R 10 18 

広報かつうら10月号=88号・昭和52年10月1日発行・編集と発行 、勝浦町総'務課 でんわ(088542)ー2511 (ft) 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
子供たち元気いっぱい

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



昭和52年� 10月� 1日 yう込 ペ〉 つ ら 第88号 (2) 

秘書とヲ〈り纏進協援会だよHl

みえやむだをやめて

住みよい町づくり

V V V V
雌
礼
の
廃
止

冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化

廃
ロ
聞
の
再
利
用

あ
い
さ
つ
運
動

わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活
で
、
ま

だ
ま
だ
、

ム
ダ
を
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。

特
に
、
隣
人
や
世
間
に
対
す
る
外

観
的
な
つ
く
ろ
い
。
す
な
わ
ち
ミ
エ

に
よ
る
ム
ダ
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。

ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
で

は
、
次
の
頃
目
を
掛
川
進
事
項
と
し
て

呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
こ
協
力
く
だ

さ
い
。 

に
こ
利
用
の
場
合
、
「
料
理
な
ど
の
料

金
」
を
昨
年
か
ら
標
準
を
決
め
て
い

ま
す
が
、
先
般
の
協
級
会
に
お
い
て

別
表
の
と
お
り
改
訂
し
、
十
一
月
一

日
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
の
て
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

(みやげ以外の料金には.10%の料理飲食税が加算されます。) すし折，組折り，かまぼこ� 

Aコース以上め料理は福祉センターへは持ちこめ

ません。

ま
た
、
結
婚
式
や
披
露
宴
は
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
利
用
を
お
勧
め
し
て
い

ま
す
。弘

お
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
結
婚
式

〔別表〕

結婚式仕出し料理価格表�  

O 勝� 7品は，

吸物， きしみ， 酢物，煮つけ， 焼物，すし，

茶碗むし� 

Oみやげ�  5品は，

赤飯，菓子，かまぼこ，� すし， 品ilH:斤り

Oみやげ�  3品は，

お

知

ら

せ

。
副
議
長
改
選


坪
内
正
太
郎
副
議
長
が
一
身
上


の
都
合
に
よ
り
辞
任
し
、
八
月
十

一
八
日
の
臨
時
談
会
で
小
関
武
夫
議

…
員
が
副
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

山
@
議
会
選
出
監
査
委
員
選
任

一
坂
口
貞
雄
監
査
委
員
が
一
身
上

刊
の
都
合
で
辞
任
さ
れ
、
町
長
よ
り

一
西
浜
勝
己
議
員
を
選
任
、
議
会
で

山
同
意
し
、
八
月
十
二
日
に
就
任
さ

…
れ
ま
し
た
。

「
行
政
相
談
週
間
」
始
ま
る

今
月
十
六
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で


「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。


こ
れ
は
、
行
政
相
談
に
つ
い
て
広


く
国
民
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
で
き


る
だ
け
利
用
し
て
も
ら
っ
て
行
政
の


民
主
的
な
運
営
に
役
立
て
る
こ
と
を


巨
的
に
、
昭
和
四
十
二
年
以
来
毎
年


開
設
し
て
い
る
も
の
で
す
。


こ
の
行
政
相
談
週
間
行
事
と
し
て
、


全
国
い
っ
せ
い
に
各
町
村
で
行
政
相


談
所
が
開
か
れ
ま
す
。
役
所
の
仕
事


に
つ
い
て
の
苦
情
、
要
望
、
意
見
を


お
持
ち
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談


く
だ
さ
い
。


勝
浦
町
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
山

毎
年
試
験
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
…

五
十
三
年
度
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
新
叫

規
採
用
の
予
定
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
仙

採
用
試
験
は
行
わ
な
い
こ
と
に
な
り

川

ま
し
た
。
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
…

(S52.11 1-) 

区 分 IAコース�  B コース�  C コース

料 金 | 8，000円� 6，000円� 3，000円

テーブル

7 口Eコ口口ロロ7膳� 
盛合せ

みやげ�  5 日Eロ3 目E耳阿3 な し

ー
徳
島
行
政
監
察
局
|

十
月
定
例
行
政
相
談

と
き
十
月
十
四
日
(
金
)

午
後
一
時
1
三
時

と
こ
ろ

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン

タ
ー

相
談
員

徳
島
行
政
監
察
局

行
政
相
談
委
員?事
 金襲
大

塚

重

美

中

村

芳

生

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
ふるさとづくり推進協議会だより
みえやむだをやめて住みよい町づくり

MUS04
テキストボックス
議会だより
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環
境
汚
染
防
止
対
策

R
dいに

す
い 
で
〆 

J
Y
2
4
2
d

r
4
2


各
地
区
や
職
場
を
巡
回
し

学

習

会

を

開

催

ー
同
和
推
進
協
議
会
だ
よ
り
|

差
別
を
ふ
れ
合
う
心
で
な
く
し
よ
う
」

こ
れ
を
掲
示
標
語
と
し
て
、
町
内
の

公
の
施
設
や
公
会
堂
等
に
掲
げ
、
み

な
さ
ん
に
実
践
し
て
い
た
だ
き
、
歴

史
的
な
身
分
差
別
に
よ
っ
て
残
さ
れ

て
き
た
い
わ
れ
の
な
い
差
別
の
解
消

に
、
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

畜
窪
経
営
じ
よ
'る 

9月17日に行われた横瀬地区における研修会

最
近
み
か
ん
産
業
の
低
迷
に
伴
い

家
畜
の
飼
育
般
家
が
増
え
、
多
頭
化

飼
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

果
樹
と
畜
産
と
の
組
み
合
わ
せ
で
、

自
立
経
営
の
道
を
開
き
、
ふ
ん
尿
等

を
利
用
し
て
土
作
り
を
し
、
経
営
の

合
理
化
を
進
め
て
行
く
こ
と
は
、
こ

れ
か
ら
の
農
業
経
営
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
要
て
い
と
い
え
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
飼
育
に
伴

い
水
質
の
汚
濁
、
怒
臭
、
ハ

エ
の
発

生
等
、
環
境
汚
染
が
各
地
で
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

畜
産
経
営
者
は
、
周
囲
へ
の
迷
惑

を
な
く
す
た
め
に
、
そ
の
事
業
活
動

に
よ
り
生
じ
た
家
畜
の
ふ
ん
尿
、
排

せ
つ
物
等
を
経
営
者
み
ず
か
ら
の
賢

任
に
お
い
て
適
切
に
処
理
し
、
環
境

汚
染
の
防
止
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
排
せ
つ
物
等
の
処
理

に
は
、
立
地
条
件
や
経
営
規
模
に
即

応
し
た
合
理
的
な
処
理
施
設
の
設
置

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
周
辺
部
の
環
境
保
全
や
不

潔
感
排
除
の
た
め
に
、
畜
産
施
設
や

敷
地
の
清
掃
、
消
毒
、
植
樹
等
に
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
諸
対
策
は
、
公
害
防
止

の
た
め
の
法
律
、
県
条
例
な
ど
の
規

定
に
よ
っ
て
、
つ
ぎ
の
も
の
が
特
定

し
て
い
る
経
営
者
は
、
水
質
汚
濁
防

止
法
に
基
づ
き
使
用
届
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
し
、
新
し
く
施
設
を
設

置
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
設
置

届
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
県
公
害
防
止
条
例
で
は
、

豚
又
は
牛
を
三
十
頭
以
上
飼
育
す
る

施
設
を
設
置
し
て
い
る
経
営
者
に
つ

い
て
も
、
同
じ
よ
う
に
使
用
届
と
設

置
届
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
畜
舎
の
構

造
等
を
変
更
す
る
場
合
に
も
、
変
更

届
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
家
畜
の
飼
育
に

は
法
律
や
県
条
例
な
ど
で
、
規
制
さ

れ
た
り
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
新
し
く
家
畜
を

導
入
し
よ
う
と
さ
れ
る
か
た
、
畜
舎

の
増
築
を
お
考
え
に
な
っ

て
い
る
か

た
は
、
町
役
場
産
業
課
か
農
協
へ
必

ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

部
落
差
別
を
ふ
れ
合
う
心
で
な
く

し
よ
う
と
、
町
同
和
教
育
推
進
協
議

会
(町
同
推
協
、
堺
福

一
会
長
)
の
社

会
教
育
部
会 
(味
間
喜
久
雄
部
長
)
で

は
各
地
区
を
巡
回
し
、
話
し
合
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に
九
月
に
は

六
地
区
を
終
、
ぇ
、
対
象
地
区
の
か
た

も
含
め
て
、
な
ご
や
か
な
ふ
ん
囲
気

で
意
見
交
歓
な
と
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
職
域
教
育
部
会 

(大
西
勝
幸
会

長
)
に
お
い
て
も
、
町
内
の
各
戦
場

を
訪
問
し
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
の

研
修
会
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
今
年
か
ら
特
に
同
推
協
の

組
織
の
充
実
を
図
り
、
学
校
教
育
部

会
(
長
尾
知
己
部
長
)
、
社
会
教
育
部

会
、
職
域
教
育
部
会
の
三
部
会
を
中

心
に
各
事
業
を
計
画
し
、
広
く
住
民

に
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
も
の
で

す
。
み
な
さ
ん
も
こ
れ
ら
の
事
業
に

積
極
的
に
参
加
し
、
部
落
差
別
が
一

日
も
早
く
な
く
な
る
よ
う
正
し
い
認

識
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
し
て
、
町
同
推
協
で
は

「
部
落

施
設
と
し
て
指
定
さ
札
て
い
ま
す
。

。
豚
房
施
設

1
総
面
積
回

附
以
上

。
牛
房
施
設 

総
面
積
捌
凶
以
上

。
馬
房
施
設 

総
面
積
瑚
凶
以
上

こ
れ
ら
に
該
当
す
る
施
設
を
設
置

ll

「所得税の特別減税� | 

還付の請求はお済みですか」

事業所得者や不動産所得者なとで確定申告によ

り納税されたかだには，すでに特別減税による還

付請求できる金額をお知らせしてありますが，お

知らせに同封した「還付請求書」の提出はお済み

でしょうか。まだお済みでないかたは，お早〈税

務署へ提出してくださし、。提出方法は郵送でも差

し支えありません。

なお，還付請求書には，受け取り郵便局名を記入

し，氏名のところに押印してくださし、。提出後し

ばらくしますと，税務署から還付金の「支払通知

書」をお送りしますので，これによって郵便局で

泣付金を受け取ってくださし、。

詳しいことは，徳島税務署でお尋ねくださし、。

-税務 署一

無
料
法
律
相
談

十
月
一
日
か
ら
「
法
の
日
」
週
間

が
は
じ
ま
り
ま
す
が
、
裁
判
所
で
は

期
間
中
の
行
事
と
し
て
、
つ
ぎ
の
日

程
で
無
料
法
律
相
談
を
開
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

+
日
時
十
月
五
日
(
水
曜
日
)

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

+
場

所

徳

島

地

方

裁

判

所

争
相
談
内
容
金
銭
関
係
、
交
通
事

放
な
ど
、
そ
の
他
法
律
の
諸
問

d
a
g
h
d

aue

題 

泊四，
除
」
対 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
畜産経営による環境汚染防止対策について

MUS04
テキストボックス
無料法律相談
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サン� 

棚田の水回�  
9.0 6.0 4.5

転 作 箇

旬 生 平たん地の
10.0 8.0 6.0

転 作 図� 

中旬~
下旬�  

スダチ ユコウ 7.0 3.5 5.0 

I時地中期問 正区----分~両、ー一一両--------成畑~分) 
チ

1 0 8.0 6.01.

っ
て
く
だ
さ
い
。
ス
ダ
チ
、
ユ
コ
ウ

中
晩
生
柑
橘
導
入
指
針
に
つ

い
て

農


昭
和
五
十
三
年
春
、
植
林
を
計
画

さ
れ
、
ま
だ
苗
木
の
申
し
込
み
を
し

て
い
な
い
か
た
、
た
だ
い
ま
第
二
回

目
の
受
付
中
で
す
。

十
二
月
や
一
月
に
な
っ
て
申
し
込

ま
れ
る
と
、
予
約
済
苗
木
の
残
口
聞
に

な
り
、
良
い
苗
の
当
ら
ぬ
こ
と
が
多

い
の
で
、
お
そ
く
て
も
十
月
中
に
は

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は
役
場
内
森
林
組
合

ま
で
杉
、
桧
な
ど
の
種
類
と
本
数
、

お
よ
び
植
林
予
定
地
番
を
申
し
出
て

く
だ
さ
い

。

ま
た
、
苗
木
を
う
さ
ぎ
に
か
ま
れ

る
の
を
防
ぐ
薬
。
ア
ン
レ
ス
。
も
扱

っ
て
い
ま
す
。

て
大
き
な
事
故
を
引
き
起
こ
す
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
危
険
防
止
の
た
め
、
次

困
も
耐
寒
力
を
つ
け
る
意
味
で
今
月

中
に
施
用
し
て
く
だ
さ
い

。

秋肥成木園10アールあたり成分量 (単位:kgj 用ろ の
量のしで
も気たす
次温が 。

グコグ〉 つ

表高て
のい施
基日寺用
準期時
置が期
はよも
必く中
ず、旬

守古血ニ

早
生
み
か
ん
の
収
穫

少
し
て
も
色
が
く
れ
ば
早
く
採
り

た
い
も
の
で
す
。
キ
ロ
当
り
単
価
も

高
い
の
が
普
通
で
す
が
、
無
理
を
し

て
の
早
採
り
は
祭
物
で
す
。
収
穂
基

準
は
各
出
荷
機
関
の
指
示
を
必
ず
守

っ
て
く
だ
さ
い

。
十
平
年
は
昨
年
度
以

上
に
味
の
よ
い
ハ
ウ
ス
み
か
ん
が
、

八
月
か
ら
九
月
中
心
に
出
回
っ
て
お

り
、
露
地
も
の
と
の
昧
の
差
が
大
き

け
れ
ば
消
費
者
に
そ
っ
ぽ
を
向
か
れ

て
し
ま
い
、
大
切
な
財
蔵
み
か
ん
の

販
売
に
も
惑
い
影
響
を
与
、
え
か
ね
ま

せ
ん
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

病
虫
害
防
除

収
機
直
前
の
タ
ニ
は
果
面
の
葉
緑

素
を
吸
い
と
り
、
新
色
し
で
も
鮮
紅

色
に
な
り
ま
せ
ん
。
数
葉
に
一
匹
程

度
の
発
生
を
認
め
れ
ば
散
布
を
し
た

い
も
の
て
す
。
薬
剤
は
、
防
除
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

早
生
温
州
秋
肥
の
施
用

従
来
の
「
秋
肥
は
お
礼
肥
」
と
い

う
考
え
方
を
「
秋
肥
は
元
肥
」
と
い

う
考
え
方
に
ぜ
ひ
改
め
て
ほ
し
い
も

議
縛
組
舎
だ
よ
り

植林用苗木申し込み

-受付中ー

と
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か

農
薬
の
カ
ラ
ビ
ン
、
カ
ラ
袋

も
う
す
く
秋
の
取
り
入
れ
の
時
期

全
国
的
に
溢
州
み
か
ん
の
生
産
量

増
加
に
伴
い
、
販
売
価
格
の
低
下
を

招
い
て
い
る
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お

り
で
す
が
、
今
後
需
要
の
増
大
が
見

込
ま
れ
、
ま
た
価
格
的
に
も
安
定
し

て
い
る
中
晩
生
柑
橘
の
導
入
を
希
望

す
る
牒
家
の
た
め
に
、
町
で
は
各
関

係
機
関
の
専
門
家
に
検
討
を
依
頼
し
、

別
表
の
よ
う
に
導
入
指
針
を
作
成
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
中
晩
生
一
柑
橘
の

導
入
に
つ
い
て
は
参
考
と
し
て
く
だ

さ
い
。な

お
、
詳
し
く
は
町
産
業
課
及
び

生
比
奈
、
勝
浦
町
農
協
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

・ 

2
袋
は
ま
と
め
て
焼
い
て
く
だ

二L ズ ス ダチノk 朔

ユス'に朗ずる 。t品州みかんの品質風当りの特に教;;-， 
い所で現 �  グラよし、戸も斤グラプうご

きn. 事責グ〉
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ネーブJレに榊ず� ユズに訓ずる。
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z品州みかん以を外熱
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人 .

ネーブノレに揃ず
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最終 �  33耳ζ 最 終 �  250本
当初�  132本

最料�  40本本
当初�  160 
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が
は
じ
ま
り
ま
す
。
一
年
間
丹
精
こ
さ
い
。

め
て
作
っ
た
農
作
物
が
や
っ
と
報
い 

+

空
ビ
ン
は
、
数
回
水
を
入
れ
て

て

く

れ

る

時

期

で

す

。

よ

く

振

り

、

液

を

土

中

に

捨

て

る

と
こ
ろ
で
、
今
年
使
っ
た
農
薬
の
か
、
農
薬
の
散
布
時
に
ビ
ン
め
中

空
ビ
ン
や
空
袋
を
あ
な
た
は
ど
の
よ
に
水
を
入
れ
て
原
液
を
残
き
ず
使

う
に
し
て
い
ま
す
か
。
こ
わ
さ
れ
や
用
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

す
い
所
に
お
い
で
あ
っ
た
り
、
飛
ぴ

・

ま
た
、
こ
の
よ
う
に
原
液
を
き

散
り
や
す
い
所
へ
捨
て
て
あ
り
ま
せ
れ
い
に
使
っ
た
も
の
は
、
町
が
定

ん

か

。

期

的

に

行

っ

て

い

る

ビ

ン

類

の

収

そ
れ
ら
の
ビ
ン
が
く
だ
け
で
、
大
集
日
に
所
定
の
場
所
へ
出
し
て
く

ケ
ガ
を
し
た
り
、
残
液
か
流
れ
出
し
だ
さ
い
。

電
報
電
話
局
か
ら
お
願
い
グ

¥ー'

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ
森林組合だより
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刈
り
取
り

刈
り
取
り
通
期
は
大
部
分
の
モ
ミ

が
水
気
を
失
っ
て
黄
色
く
な
り
、
穂

の
基
の
少
数
の
モ
ミ
が
ま
だ
緑
色
を

し
て
い
る
と
き
で
す
。

出
副
総
後
早
生
種
で
三
十
日
、
中
生

磁
で
三
十
五
日
、
晩
生
種
で
四
十
日

ご
ろ
が
通
期
で
す
が
、
土
壌
条
件
に

よ
り
多
少
か
え
て
く
だ
さ
い

。

家
庭
用
菜
園
の
病
虫
害
防
除
は
早

め
に
行
い
、
水
田
装
作
利
用
副
業
の

野
菜
類
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

指
導
要
領
に
恭
づ
い
て
栽
培
管
理
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

戸『¥

ぞE 釘1 ネーブル

噂入地帯 口当 リ節よ く. 冬
則 的季風と台
風向 風当り少い
所，� jニが深 〈肥
沃 地 . 有機さ物 的
投入めで やす
い所. 本 の ある
こ と. パ?宝1グ〉 た

下ま ら 町な低L、戸い斤.所 也

干草オ正中5く50- 150 ; ~ 
を L.、とする .

持入 系統 消 家 . 鈴 本

高的接台す木附る時令� 15年 生 以下

噂 入 しよう
とする人� 

専業で熱，レな働人

7でJあ って 町 労
の分撃をはか

ろうと る人.

却t f英 とl農す家る10 a以上

柑10邸Aらa主苗の当き木lよりi寺かり

B高l侍接的

級当料初� 75本本� 
150 

最料+す乍的には75本
と るが.当き初
は業の で多 る� 
は ん いで く核・
(， . 

地
上
部
が
賞
変
し
、
築
柄
(茎
)が

イ
モ
の
っ
け
椴
か
ら
ス
ポ

ッ
と
取
れ

る
よ
う
に
な
れ
ば
収
穫
が
で
き
ま
す
。

V V 掘
り
取
っ
た
イ
モ
を
貯
蔵
す
る
場
合

は
つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ

掘
取
後
、
日
に
当
て
て
乾
燥
す

る
の
は
一
日
だ
け
と
し
、
そ
れ
以
後

は
陰
干
し
と
し
て
く
だ
さ
い
。
重
量

で
十
五
計
く
ら
い
軽
く
な
る
ま
で
乾

燥
し
て
く
だ
さ
い
。

乾
燥
の
終
っ
た
も
の
は
ト
ロ
箱

等
に
入
れ
冬
期
に
凍
ら
な
い
所
で
貯

蔵
し
て
く
だ
さ
い
。

V

。
電
話
の
架
設
・
移
転
等
は
、
早
め

に
お
申
し
出
を
。

電
報
電
話
局
で
は
、
電
話
の
架
設
・

移
転
等
の
工
事
を
計
画
的
に
実
施
し

て
お
リ
ま
す
。

こ
れ
は
、
お
客
様
か
ら
の
ご
注
文

が
毎
日
何
件
か
出
て
く
る
た
め
に
計

画
的
に
実
施
し
な
い
と
ご
注
文
に
応

じ
き
れ
な
い
か
ら
で
す
。

し
た
が
っ
て
電
話
の
移
転
等
、
電

話
局
に
対
す
る
注
文
は
で
き
る
だ
け

事
前
に
(
少
く
と
も
十
日
か
二
週
間

位
前
に
)
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
後
す
く
に
工
事
を
希

美
し
い
松
林
が
夏
か
ら
秋
に
か
け

て
、
紅
葉
を
恩
わ
せ
る
よ
う
に
枯
れ

て
い
る
の
を
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
い
ま
全
国
的
に
発
生
し
て
い

る
松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
で
す
。

町
内
に
お
い
て
も
東
部
を
中
心
に

か
な
り
の
発
生
が
見
ら
れ
、
こ
の
ま

望
さ
れ
て
も
、
応
じ
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

。

@
家
屋
の
新
築
、
増
築
に
は
電
話
用

配
管
を
。

家
屋
の
新
築
、
増
築
に
は
電
気
や

水
道
等
と
同
じ
よ
う
に
屋
内
に
も
電

話
用
配
管
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

電
話
用
配
管
が
な
け
れ
ば
電
話
の

取
り
付
け
も
地
設
も
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
配
管
工
事
を
事
前
に
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
二 
0
0
0番
(
無

料
)
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

駆
除
に
は
補
助
金
が

松
く
い
虫
の
被
害
が
あ
っ
た
木
は
、

伐
採
し
焼
却
す
る
か
、
消
毒
し
な
け

れ
ば
駆
除
の
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

駆
除
に
つ
い
て
は
、
木
材
の
体
積
一

立
方

μ
あ
た
り
六
千
六
百
円
の
補
助

金
(
伐
採
賃
金

・
薬
剤
代
金
)
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

自
分
で
駆
除
で
き
な
い
か
た
は
、

町
に
お
い
て
労
務
班
を
組
ん
で
駆
除

す
る
計
画
を
た
て
て
い
ま
す
の
で
、

町
役
場
産
業
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

追
肥
は
、
植
付
十
日
後
に
液
肥

八 

を
。
中
旬
に
は 

化
成
を
二
十

を
施
用
し
、
除
草
剤
を
使
用
し
な

い
場
合
は
軽
く
中
耕
や
除
草
を
行
い
、

同
時
に
枯
葉
、
病
葉
、
ラ
ン
ナ
ー
は

手
ま
め
に
除
去
し
て
く
だ
さ
い

。 

ウ
ド
ン

コ
病
、
ハ
ダ
ニ
、
ア
ブ

ラ
ム
シ
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
な
ど
は
ビ
ニ

ー
ル
被
披
以
前
に
完
全
に
防
除
し
て

く
だ
さ
い
。

ビ
ニ
ー
ル
被
覆
は
下
旬
か
ら
行

う
が
、
最
高
気
温
が
二
十
五
度
以
上

に
な
ら
な
い
よ
う
換
気
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
第
二
花
房
の
花
芽
分
化

V V J期
に
な
る
の
で
夜
間
も
八
度
以
下
に

ま
放
置
す
る
と
松
林
は
全
滅
し
、
大

J
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

切
な
庭
木
ま
で
被
害
が
及
び
ま
す
。

つ
や
ま
亀

a-u 
N
K

…
移
動
図
童
径
の
貸
し
出
し
一

山!;itLii]

…


v

定
槌
が
終
つ
て
な
い
か
た
は
前
月

一 

日
時

に
準
じ
早
急
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

除
草
剤
を
使
う
場
合
は
活
着
後
に
ク

十
月
二
十
七
日
(
木
)

一

サ
キ
ラ 
l
、
ダ
イ
ミ 
y

l

ド
を
一

川 
当

た
り
四
十
句
を
水
十 
1
十
五
川町
に
と

か
し
な
る
べ
く
株
を
さ
け
て
散
布
し

て
く
だ
さ
い
。 

V

l

一

十
時
三
十
分 

十
一
時
三

一

一

十
分

一

一 

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
前 

… 

…
※

町

・
県
図
賓
館
の
本
を
借
り
て

一

一

一
週
間
を
す
ぎ
て
い
る
か
た
は
、 

…

一

早
く
お
返
し
く
だ
さ
い
。

」

落

水

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
松くい虫が大発生
美しいみどりを守ろう



て
す
。

体 、
小、力、H
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れ
、
敬
4
4
教
育
を
す
す
め
る
う
え
で
、

町
民
の
模
範
と
な
る
家
庭
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

交
通
事
故
の
被
害
を

軽
く
す
る
た
め
に

乗
っ
た
ら
締
め
よ
う
シ 

ト
ベ
ル
ト

受
賞
お
め
で
と
う

は
寝
床
か
ら
起
き
ら
れ
る
ま
で
に
回

復
し
、
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

町
教
育
委
員
会
で
は
、
「
敬
老
教
育

の
推
進
」
を
重
点
目
標
の
一
つ
に
取

り
上
げ
、
敬
老
の
日
に
勝
浦
中
学
校

体
育
館
で
催
さ
れ
た
、
第
八
回
「
敬

老
町
民
の
つ
ど
い
」
の
式
典
に
お
い

て
、
町
民
の
桜
純
と
な
る
敬
老
家
庭

交
通
事
故
の
多
く
は
、
ド
ラ
イ
バ

せ
ん。

や
善
行
者
を
た
た
え
表
彰
し
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
か
た
は
次
の
と
お
り

V
昨
年
六
月
か
ら
毎
日
、
ご
近
所
の

寝

た

き

り

で

動

け

な

い

一

人

暮

ら

し

ん

の
老
人
の

お

宅

で

、

掃

除

や

お

使

い

レ

)

V

な
ど
身
の
ま
わ
り
の
お
世
話
を
続
け 

日

夜

を

と

わ

ず

、

永

年

寝

た

き

り

引

酬

ら
れ
、
池
谷
さ
ん
姉
弟
と
お
じ
い
さ
の
老
人
を
看
護
し
、
こ
ま
や
か
な
愛

ん

の

出

か

い

心

の

交

流

で

、

最

近

て

情

と

笑

顔

を

も

っ

て

孝

養

を

つ

く

さ

木

池谷正之君�  

。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
い
れ
ば
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
車
に
し
っ
か

り
と
固
定
し
て
あ
り
、
わ
た
し
た
ち

の
体
重
の
五 

倍
く
ら
い
の
力
(
約

に
も
耐
、
え
ら
れ
る
よ
う
に
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
締
め
て
い
れ
ば
、
六

の
速
さ
で
走
っ
て
い
て
衝
突
し
て
も
、

乗
っ

て
い
る
人
の
身
体
が
前
方
に
飛

び
だ
さ
な
い
よ
う
に
容
易
に
支
え
て

く
れ
る
の
で
す
。

t
)

O

O
J

園
ー
の
不
注
意
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

回
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
事
故
に
巡

闘
っ
て
も
、
も
し
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締

薗
め
て
い
た
ら
・
・
。
と
悔
や
ま
れ
る
事

醐
故
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

躍
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
な
ぜ
必
要
な

闘
の
で
し
ょ
う
グ

回
。
衝
突
し
た
と
き
、
車
に
乗
っ
て

輔

い

る
人
は
前
方
に
飛
び
出
し
て
し

臨

ま
い
ま
す
。
こ
れ
を
く
い
止
め
る

闘

に

は

、
ど
れ
く
ら
い
の
カ
が
必
要

闘
か
、
こ
存
知
で
す
か
。

国
今
、
わ
た
し
た
ち
の
体
重
を
六

輯
均
と
し
ま
す
。
か
り
に
、
車
が
二

圏 

の
速
さ
で
走
っ
て
い
た
と
し
ま
す

閣
と
、
衝
突
時
、
車
に
乗
っ
て
い
る
人

闘
が
前
方
に
飛
び
出
そ
う
と
し
て
身
体

闘
に
加
わ
る
力
は
、
な
ん
と
三
六 

同

車
も
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。
四

輔
の
速
度
の
時
は
、
そ
の
二
倍
の
七
二

間

同

六

0
・
ゐ
時
は
三
倍
の
一

、
O
八
O

圃
同
に
も
な
り
ま
す
。

国
私
た
ち
成
人
男
子
が
手
足
で
支
え

園
ら
れ
る
力
は
、
体
重
の
二 

三
倍
、

J

l

O
J

O
O O O

一ニ
 

ン 

ト
ベ
ル
ト
は
、
二
点
式
よ
り

ト
渉
、 

l

H

。
千
五
百 

川
走 

ω代
稼

勢

奨

一

さ

ん 
(
7い
川
町
公
一ン
)

叩

代

高

田

宏

幸

さ

ん
(5
分

日

秒

)

印

代

戸

村

静

雄

さ

ん

(
6
μ
仙
勺
)

初
代
中
村
孝
太
郎
さ
ん
(4
分
必
秒
)
※
参
加
者
で
記
録
を
し
り
た
い
か

初

代

沌

農

水

さ

ん 

(5
分
間
同
秒
)
た
は
、
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡

ω代
鶴

岡

順

市

さ

ん 
(7
分
は
秒
)
く
だ
さ
い
。

女

子

板

福

美

さ

ん 

も
周
か
ら
胸
の
上
に
か
か
る
三
点
式

の
ベ
ル
ト
が
さ
ら
に
安
全
で
す
。

こ

の
ほ
か
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
い

れ
ば
姿
勢
が
よ
く
な
り
疲
労
の
防
止

に
も
役
だ
ち
ま
す
し
、
横
転
や
転
落

し
て
ド
ア
が
開
い
て
も
外
に
ほ
う
り

出
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

:ち、
ぐよ

、フぃ
単文 、、、

町
民
体
力
テ
ス
ト
が
、
九
月
十
七

日
勝
中
グ
ラ
ン
ド
で
四
十
名
余
り
か

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
録
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

@
百
川川
走

男

子

斉

藤

春

夫

さ

ん

(比
秒 
5
)

女
子

平

消

子

さ

ん 

(げ
秒 

)

。
四
百 

川
走
(男
子
)

叩

代

平

井

等

さ

ん 

M
W

(l
分 

秒
)

輔
せ
い
ぜ
い
一 

0
0
1
二
O
O均
ま
で 

灯
時

三

2
位
早
川
あ
や
子
さ
ん
( (7

分
日
秒
)

。
走
り
高
跳
び

男

子

山

西

正

芳

さ

ん

(1
μ
ω今
)

車
に
乗
っ
た
ら
、
必
ず
シ

女

子

西

浜

勝

美

さ

ん

(

平

清

l

ル
ト
を
締
め
る
よ
う
習
慣
づ
け
ま
し

。

U
H

子
さ
ん 
(
l 

H
川
目 

b
)

。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
(
女
子
)

-

位

中

山

武

子
さ
ん 
(

n
J

ω

h 

釘
幻 

v
) 

2
位
駒
滞
ナ
ツ
エ
さ
ん
(引uu
m勺
)

幻
μ山

崎
勺

) 

E

l

9
U

初
代
中
村
孝
太
郎
さ
ん
(

分
閃
秒 
)

@
砲
丸
投
げ

初

代

山

西

正
芳
さ
ん 
(

沌
勺
)

初

代

山

田

初

代

大

張

宰

治

さ

ん

却

代

高

木

宏

幸

さ

ん 
(
l

(
l
分
日
秒 
)

分
日
秒
)

で
す
か
ら
、
わ
ず
か
二 
O
J
の
速
度

で
衝
突
し
て
も
、
と
う
て
い
自
分
の

善
章
さ
ん 

) 

(

B

H
E
M
N
H
ン

)

身
体
を
く
い
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま

池谷麻紀さん�  

(坂本) (坂本)

上回君江さん�  石本テル子さん� 

¥」

、、� 

|横濁駐在所|ト
ベ

l

MUS04
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MUS04
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26 
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(7) 第88号 カ込 イ〉 つ ら 昭和52年10月l臼

v

本
郵
便
局
の
山
間
局
長
さ
ん
を
沼
い

場
所
勝
浦
会
館

て
、
次
の
と
お
り
講
習
会
を
開
き
ま

す
。

午後�  L:20-L :40立 川 天井榊l愉

10 :10-10: 40今山センタ 前� 

勝 浦 会 自富� 10: 50-11・201
月

「
さ
っ
き
会
」
で
は
、
講
師
に
坂

盆
栽
趣
味
の
み
な
さ
ん
へ

竹
林
カ
ツ
ヱ
さ
ん
(
生

金

千

二

百

円

-
香
典
返
し
に
か
え
て

金

三
万
円

中
川
博
夫
さ
ん
(
棚

氷
井
伊
半
さ
ん

(
E

・
そ
の
他

名 谷野

昭和52年度第2回狂犬病予防注射日程表

午前 10:00-10:20 

10 坂本!N¥便局�  1jij 

坂本抗策絡

10:30-1l α〕

月反本大 R雨前 í);~ 切所 11 :10-11 :40 

24 勝股坂本 ~~J \.- j住所 IIij 守 i&1 :00-1 :40 

日 :50-2 :20与川内公会堂前�  

2 :30-3 :00 

勝� illi 病院�  AIi 

明) 勝股う川内事業所前�  

3 :10-3 :40 

午前 9:30-10:00 

10 勝燥機 i頼事業所前 �  10:10-10: 50 

徳パス憤瀬営業所所I

生比奈農協前�  11: 30-11: 50 
27 

老人いこいの家 午 後 1・00-1 :30 
日

1 :40-2・)0中角 湯浅 医院 前�  
同

地福寺入口 �  2 :20-2 :50 

松
、
さ
っ
き
等
盆
裁
に
趣
味
を
お 

あ
り
が
と
う

こ
ざ
い
ま
し
た

11 :00-11 :20中山情現僑月

11 :30-11 :5025 中 山 れ号� 

日

ω 2 :30-3・α)棚野公会堂 �  

10-3 :30勝� illi '，If.鰍包 括局�  nij 

午 IjtJ9 :30-10・00今山神社前

森内氏宅池町 機�  

笠谷�  i霊泉場前
日

生名東林庵�  

附

11:30-11:50 

午 後 1:00-1・30

1 :40-2 :20 

ら
れ
た
人
は
、
手
入
れ
の
し
か
た
を

講
習
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

る
お
、
自
分
の
作
品
を
持
っ
て
こ

午
後
八
時 
l 

V
日
時
十
月
八
日
(
土
)

持
ち
の
か
た
は
、
大
い
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

れ
た
も
の
で
す
。
心
か
ら
あ
っ
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
普
芯
銀
行
の
受
付
は
町
社

会
福
祉
協
議
会
(
住
民
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
)
で
行
っ
て
い
ま
す
。

以
上
が
、
町
善
意
銀
行
へ
待
せ
ら

川
政
ア
サ
エ
さ
ん
(
久

U

国

く 

中
原
ト
ク
ノ
さ
ん
(
与
川
内
)

悩
徳
ツ
ヤ
ノ
さ
ん
(
与
川
内
)

ポ
土
平1

1
2
U

r
u

金

千

円

{¥ 

、
3 :00-3 :30 ‘ら行行風ちボ 多，、 ..r~' 
，fノ;'(I.r

扇育ロ�  “‘  ; 
/J

，v.νノ :;く めの機�  
:の

'/ 

芸
士

生名センター前�  2 :30-2 :50 !老 今 吟11
勝浦町役場�  

古 山 商 庖 横� 10 :10-10:50 1恋、鳥島ルも ぷ乍ロ
;;

E

午 前 9:30-10・00石 原セ ンタ ー削
1ftイ新フト ー ・� 

dj;叩l.f!;:!
11・00-11:20回中食堂櫛�  :は坂でで坂回 見?白 釣十兄転向�  ~U;nml~ j:~

川.:• j;:I! :•月 ~ ; 

j号本A努本2 i ぐ川柳>� 
晶画i染 日 道 官 押 谷 が し F 、 面穐� j 

:め浦 具拾統な 冨2色iノ，;6
ー さ� f昔いきい 包位缶ζ� ‘ ! 
iせ怒り�  つ‘~、ー::、子

の3 :00-3 :30勝浦町役場�  ;る崎 F

今坂棚久中

-v



山本野国山
注

射

料

七

百

円

お
誕
生
お
め
で
と
う

羽
瀬
仁
司

二
男

泰

文

信
政
士
口
充

三
男

智

也

寒
山
敬
一

長
女

敬

子

中

塚

瑛

五
女

ま
り
子

古
口
平
利
雄

二
女

恵

子

狂
犬
病
予
防
注
射

飼
い
犬
は
、
毎
年
二
固
め
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
五
十
二
年
度
第
二
回
分
を
上

記
の
日
程
で
、
各
地
区
を
巡
回
し
て

行
い
ま
す
。
最
寄
り
の
場
所
に
お
い

て
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

虚積せ就挨{言摘集他標老保!
育:

; 
無みわ 職拶 仰果 落Blt 終目良; 
白しのをはしのが語鋭所 4 

: の ゆ子交三た長自の志、の;�  
ft.買う のす分後老憾嫁才L 門� i ，ー町、、

L棚の て中 旅背立観の 立 逝 ノ 〈 横 の 見 与 か �  ; 
i ぞ読 立の 光ビ か イ 君主え川ら�  !
?聖子き ま山ち児川ノぐ|川れク瀬話て内母�  4 

1.ニぬてもスル�  EEはにるの;�  
!太い 句構落真竹にが堀も風中押振水産頁�  i 
i回寺 柴内ち似回揺汗 泣 を 固 さ り 口 に �  ; 
: の を喜付てあれを き切 れてい な! �  
1正門 棚美か言ゆ 入梅 り万さ唐湖り�  j
j平 に代ずうみ れ子 皇みる舟�  j 

きに次 送出�  : 白赤ー何 参 糠 愛 :中 棚横久棚士反生生星坂棚星沼横

谷江瀬

中
国
国
三
郎
(
剖
歳
)

淑

野

栄

(

印

歳

)

永
井
政
五
郎
(
回
歳
)

や
お
く
や
み
申
し
ま
す

いの回 り詠 : 球潮 生も 観味情�  8角 野瀬国聖子本名名谷本野
せは町先は( のの をか 日 噌の:�  

¥ ま俳内 毎 。 王毒託も母の::
.す句在稼!機月� ; 者牙 す言午 校 妻??;� 
; 。、f主勢浦七 ; 横のハ沼i'.tす生を生によL‘
巴 。 ふその広町 日

るのか夫=三ま� j アマ 方コ 母 現Z: 
つ次たさ渓句で ( 瀬|チ江に|名と名刀、切 ・
てはにんハに� l チを 目見ヒ し 上る:�  

西
崎
明
隆
志

影
平
信
雄

間

態

司

戸
村
博
美

尾
山
貢
一

大
石
弘
史

穏
必
一
友
明

松
田
貞
雄

定
作
義
宏

河
村
孝
雄

高
井
清
治

長二長長長長二長二長二長
4 ご短限(ガ�  ( 稼茶襲大ぐ�  l丸て山ら{，

投歌 1)聾キ� : 勢のう岡仮熱山訪崎な品 i男女女女男女男男男女男男

j φ 句とま乏で�  j 問 i頼 面く ね いが h
交すま� j 都ま戸小 入香 花 無:� 

; ; 円!で�  j景で枝れ月江いj晃学
奈
津
校

陽

介

佳

宏
和

也
亜
由
美

友

和

由

紀
元

美

公

美
十

司
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--

と

き

と
こ
ろ

対
象
者

と

き
料* 

金

と
ニ
ろ

対
象
者

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

昭
和
四
十
八
年
十
一
月
一

日 

昭
和
四
十
九
年
十
月

i
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

三
種
混
合
予
防
接
種

十
月
二
十
日 
(木
)

午
後

一
時
三
十
分 

三
時

l

と
ニ
ろ

住
民
福
祉
セ

ン
タ
ー

該
当
者

個
人
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

※
母
子
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

Edges-z 
r
-
z
f
1
2
-

eL

T
21
E
F
t
-
r

t-

白言

ず
hE
-
r
t
E
P
0
2
S
P
E
-
-

犬
の
飼
い
主
に
お
知
ら
せ

犬
の
飼
い
主
は
次
の
事
項
を
{
寸
ら

な
け
れ
ば
法
律
等
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

離
乳
食
実
習
と
育
児
相
談

と

き

と
ニ
ろ

該
当
者

指
導
者

十
月
十
三
日
(
木
)

午
後

一
時
三
十
分 
1
三
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

生
後
三
か
月 
1
十
か
月
ご

ろ
ま
で
の
赤
ち
ゃ

ん

小
松
島
保
健
所
栄
築
士

生
後
四
、
五
か
月
に
な
る
と
乳
汁

だ
け
で
は
、
鉄
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ

タ
ミ
ン
な
ど
身
体
の
発
育
に
必
要
な

栄
養
が
不
足
し
て
き
ま
す
。
正
し
い

離
乳
を
行
な
う
こ
と
は
、
発
育
を
促

進
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
よ
い
食
習

慣
を
つ
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。 

To-
-
z
F
E
Z
E
r
-
-
12
7

一

z
z

E 
T 

E 

T 

T

結
核
間
接
撮
影

こ
の
検
診
は
、
結
核
予
防
の
た
め

に
、
す
べ
て
の
住
民
が
年
一
回
は
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ふ
だ
ん

婚
で
気
税
に
搬
影
で
き
ま
す
か
ら
、

最
寄
り
の
場
所
て
必
ず
受
け
て
く
だ

さ
い
。
料
金
は
無
料
で
す
。 

*
結
果
は
、
異
常
の
あ
る
か
た
だ
け

に
通
知
し
ま
す
。 

不
用
犬
買
い
上
げ
日

乳
児
健
康
診
断

十
月
二
十
八
日 
(金
)

午
後

一
時
三
十
分 
1
三
時

勝
浦
病
院

昭
和
五
十
二
年
三
月
i
八

月
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

※

母

子
手
帳
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

健
康
診
断
は
、
異
常
の
早
期
発
見

て
あ
る
と
と
も
に
正
常
な
発
育
め
確

認
で
す
。
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

三
才
児
健
康
診
断

十
月
二
十
五
日 
(
火
)

十
二
時
三
十
分 
1
十
四
時

受
付

登
録
(
毎
年 
)と
注
射
(
年
二
回
)

・・争
を
受
け
る
こ
と

0

犬
を
捨
て
な
い
こ
と
。(
不
用
犬

は
保
健
所
へ 
)

放
し
飼
い
を
し
な
い
こ
と
。

野

犬

の

毒

殺

十
月
六
日 
(木
)
午
後
十
時
か
ら

十
月
七
日
(
金
)
午
前
五
時
ま
で

日
時

今
山
、
黒
岩
、
星
谷

対
象
地
区

告笛� 

月日 時 問 場 月「� 

午前 9: 30-10: 30 石原センター 

月
 
9 

10 : 40-11 : 20 沼江古山活断I 
30 11: 30-12: 00 湯浅瓦 工 業前
日 午後13:00-13: 50 柳原因中食堂前

14: 00-15: 00 生比奈撰果場部I 

10 午前10:00-10: 50 今 山 集 会 所
月� 11: 00-12: 00 黒岩谷脇庖横
3 

午後13:00-13: 50 星 谷 撲 果 場

例) 
日

14: 00-15: 30 ジュース工場�  

生比奈老人懇の家 


月
 
午前10:00-10: 50 10 

玉 の 木 五 十 回 団 地11 : 00-11: 50 
5 生比奈石油横 

日
 

午1&13:00-13: 30 
生名生活センタ

休i 14: 40-16: 00 
13: 40-J4: 30 

{主 場� 

10 中山相原庖前午前10:00-10: 50 
月� 術淑i消防事務所11・00-11: 50 6 

勝 浦 宅E 子

併骨� 

午エ後12:00-12: 40 日
与 川 内 卒 業 所14: 00-15: 00 

午前10:00-10: 30 立川中田敏明氏宅上の道

月� 
10 

ICT: 40-11: 10 t竜 花 製 所� 

11 : 20-12: 0。オ反 本� lJi. 業 所
日
12 

午後13:00-13: 50 坂 本 集 会 場
付4 14: 00-15: 00 坂本キワダ矯附近

zz
 

t
riEz
 

Z
「

E
t
-

zt
 

r
z
E 
-r

 
aZ

 
EB

 

ez
 

ず 

‘-
-

-

‘ 

-
S
I
T
-
E

e
ア

z
t
T
1
Z
2 
-r

 

無

料 

j-ω
つないで下さいー

即日iJ d 

fZ組内ぐ 


と

き

留


と き ところ�  

10月7日幽

午前10時-11時受付� 
沼江青年センター

10月14日程的

午前10時-11時受付� 
生名生活センター

10月19日附

午前10時-11時受付� 
横瀬消防事務所

10月19日制

午後 l時-2時受付
坂本集会所

¥-，--

、、~

キオ

成

人

病

検

診

次
の
日
程
で
成
人
病
検
診
を
行
い

ま
す
。
健
康
な
人
で
も
三
十
歳
を
過

ぎ
る
と
年
一
回
の
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MUS04
テキストボックス
飼い犬は必ずつないで下さい




